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集落営農担当のご紹介
集落営農・水田畑地化班の人員の入れ替わりがありました。本年度は以下の分担
で集落営農を担当していきますので、今後ともよろしくお願いいたします。

日田市集落営農組織連絡会で土づくり研修会を開催！！

3/25（火）に日田市集落営農組織連絡会会員を対象に土づくり研修会を開催し、
会員16名関係機関7名が参加しました。大分県農林水産部地域農業振興課の明石広
域を講師に招き、水田土壌の特性や堆肥の効果と使用方法、日田市で実施した堆肥
散布圃場の減肥試験の結果について研修を実施しました。研修後のアンケート結果
では、堆肥を活用していない組織から「今後は堆肥の活用を検討したい」と前向き
な回答を得ることができました。
近年はWCSの作付が増加するなど稲わらを圃場外に持ち出すことが多くなり、土
づくりの機会が少なくなっています。近年の異常気象等に対応するためにも、土壌
診断を実施して堆肥を施用するなどの土づくりを実施しましょう。

日田市 玖珠町 九重町
うちだとおる

内田徹 ○ ○ ○
はしもとだいき

橋本泰樹 ◎
かわむらこうき

川村虹熙 ◎ ○
くろかわそうし

黒川創史 ○ ◎

役割分担表（◎：主担当　○：副担当）

氏名
地区名

堆肥の効果
①物理性の改善、②化学性の改善、③生物性の改善
→水稲の収量・品質の向上、生産安定

堆肥活用のポイント
①完熟堆肥を使用する、②土壌診断を実施する、③適正量を施用する

黒川 橋本 内田 川村



令和6年産「西部ひとめぼれ」4年連続特A獲得！
令和6年産の「西部ひとめぼれ」が、（一

財）日本穀物検定協会が発表する米の食味ラン

キングで、4年連続で特Aを獲得しました。特A

とは、基準米よりも特に良好なお米に与えられ

る評価であり、西部地区のひとめぼれが特Aを

獲得するのは通算9回目です。西部地区は大分

県内で唯一の特A獲得となり、また、「ひとめ

ぼれ」で特Aを獲得した地域は全国で大分県西

部のみでした。近年栽培期間中の高温やカメム

シ被害等による品質低下がみられますが、適正

な水管理や適期防除等を行い、特A産地として

の良食味米生産、高収量を目指した水稲栽培を

継続していきましょう。

（写真は令和7年3月12日の局長報告）
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  TEL：0973-23-2217 FAX：0973-23-3473
E-mail：nosan-seibu@pref.oita.jp

振興局では病害虫や気象災害情報などのメール配信を行っています。下のQR
コードを読み込むかnosan-seibu@pref.oita.jp宛にお名前、お住いの集落名を
ご記入の上、送信してください。

玖珠九重集落営農組織連絡協議会で視察研修を開催！

農業情報メールの登録を募集しています

1/16（木）に玖珠九重集落営農組織連絡協
議会会員を対象に由布市の（農）南田代と
（株）ゆふ農業サポートへ視察研修を行い、会
員14名関係機関2名が参加しました。理事の高
齢化や後継者確保が課題となっている中で、
（農）南田代では、定年退職前の方や手伝いに
来ていた方に積極的に声掛けを行い人材を6名
確保しました。また、人材を生かすためにハト
ムギや白ネギ等の高収益品目を導入し周年作業
体系を整備していること等、優良事例を学びま
した。（株）ゆふ農業サポートでは、ドローン
防除作業受託やハトムギの生産・販路拡大によ
る産地振興等の活動内容を学びました。今回の
視察研修で、人材確保や中山間地域で利益を出
す取り組みを学び、充実した研修となりました。
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